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開催概要

趣  旨

名 称

日 程

場 所

主 催

後 援

協 力

助 成

競技人数

ライフセービング競技会は、ライフセーバーの“技術と体力”を競い合うことが目的である。加

えて、競技会を通しての人々との交流、そしてライフセービング活動の普及をも取り込んだ大切

な事業である。

我が国のライフセーバーを対象とした競技会には、「全日本ライフセービング選手権大会」を頂

点とするオーシャン競技会と、「全日本プール競技選手権大会」に代表されるプール競技会があ

る。これらの競技会は、“水辺の事故、ゼロ”を目指すライフセービング活動の “安全・迅

速・正確” を、その根幹において実施されている。

本大会は、全国のライフセーバーの競技力の向上と青少年の健全な育成、クラブ組織の強化と交

流、そしてライフセービング活動の普及を目的として開催される。

第21回全日本ジュニアライフセービング選手権大会

第6回全日本マスターズライフセービング選手権大会

2024年9月7日（土）～9月8日（日）

岩井海岸（千葉県南房総市）

公益財団法人日本ライフセービング協会

千葉県、南房総市

南房総市観光協会、岩井民宿組合、岩井ライフセービングクラブ

独立行政法人日本スポーツ振興センター スポーツ振興くじ助成事業
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開催地

■名称

■所在地

■アクセス

■アクセス図

岩井海岸

浦賀水道に面し約2kmの弓状の砂浜が続く岩井海岸。遠浅で波も

静かなため、小さなお子様も安心して遊べる海岸として知られて

います。夏には臨海学校も開港され、首都圏はじめ近県や近隣か

ら多くの海水浴客や釣り客が訪れ賑わいます。

千葉県南房総市岩井地先

JR内房線岩井駅から徒歩約10分

大会
エリア

JR岩井駅
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大会関係者

大会会長 入谷　拓哉 （日本ライフセービング協会　理事長）
大会副会長 高野　絵美 （日本ライフセービング協会　副理事長）

松本　貴行 （日本ライフセービング協会　副理事長）
大会役員 石川　仁憲 （日本ライフセービング協会　常務理事）

平野　玲奈 （日本ライフセービング協会　理事）
鎌田　綾子 （日本ライフセービング協会　理事）
白井　勇喜 （日本ライフセービング協会　理事）
田村　憲章 （日本ライフセービング協会　理事）
中川　容子 （日本ライフセービング協会　理事）
細田　直彦 （日本ライフセービング協会　理事）

委員長／セーフティーオフィサー 上野　凌 （ライフセービングスポーツ副本部長／スポーツ戦略委員長）
委員 田村　憲章 （ライフセービングスポーツ本部長）

青木　将展 （ライフセービングスポーツ副本部長／スポーツ育成委員長）
出木谷　啓太 （アスリート委員長）
板垣　俊輔 （競技安全委員長）
中島　典子 （競技審判委員長）
伊藤　隆寛 （千葉県ライフセービング協会）
西山　一貴 （岩井ライフセービングクラブ）
高野　絵美 （広報室長）
水川　雅司 （事務局職員／ライフセービングスポーツ副本部長）

●規律委員会
委員長 上野　凌 （ライフセービングスポーツ副本部長／スポーツ戦略委員長）
委員 田村　憲章 （ライフセービングスポーツ本部長）

川地　政夫 （事務局長）
水川　雅司 （事務局職員／ライフセービングスポーツ副本部長）

●安全対策委員会
委員長 上野　凌 （ライフセービングスポーツ副本部長／スポーツ戦略委員長）
委員 中島　典子 （競技審判委員長）

板垣　俊輔 （競技安全委員長）
伊藤　隆寛 （千葉県ライフセービング協会）
水川　雅司 （事務局職員／ライフセービングスポーツ副本部長）

●上訴委員会
委員長 田村　憲章
委員 上野　凌

水川　雅司

チーフレフリー 中島　典子
リエゾンオフィサー 奈良部　洋
コーススーパーバイザー 青木　将展
ヘッドスコアラー ○日馬　孝昌 市川　直親 大矢　幸恵

セクショナルレフリー 泉田　昌美
マーシャル ○伊藤　結希 有田　蓮泉
スターター ○坂本　靖 平藤　昌寛

コースジャッジ 相馬　義彦 伊藤　正泰 岩元　亜香里 江畑　志保 池谷　良子
亀井　純 津嶋　貴子 荒木　理沙 飯田　充紀 齋藤　良太 08
駒津　颯 ス

レコーダー ○坂本　千佳子 北里　楓花

セクショナルレフリー 藤田　善照
マーシャル ○熊木　春乃 神田　萌花
スターター ○坂本　陸 07 ○猪又　美佳 08 森広　想

コースジャッジ 斎藤　健一郎 髙品　桃 柳下　萌奏 太田　諒 髙井　翔太
根本　真海 佐藤　嘉彦 丸山　文洋 07 槍田　加奈子 08 八柳　雄二郎 ス

レコーダー ○小松　彩香 岩永　祥映

セクショナルレフリー 奈良部　真弓
マーシャル ○大熊　明日香 住吉　ひとみ 07 斎藤　貴子 08
スターター ○五十嵐　章雄 浜地　憲太郎

コースジャッジ 八百市　亮太 横井　暖菜 北川　拓成 小川　七海 中嶋　友輝
三間　彩矢 櫻井　清喬 中根　大文 08 米林　裕子 07 谷嶋　淳 08
春山　哲義 ス 07 大倉　和也 ス 08

レコーダー ○大山　ルミ 狐崎　千乃

○大熊　順一 高桑　空輝 福岡　藍人 河地　秀明 山崎　恵里佳
石田　堅人 杉山　紅葉 髙山　采夏 鶴薗　理菜 07 上野　佳代子 08

○伊藤　隆寛 上野　義洋 浦　健太 金川　もも 橋本　有加

器材・会場係 株式会社オフサイド
岩井ライフセービングクラブ
西山　一貴 大久保　咲良 横山　華子 森田　美波

安全課 九十九里ライフセービングクラブ
松木　智哉 田村　和輝 森　勇人 渋谷　昌孝 内田　直人
首藤　由樹
岩井ライフセービングクラブ
福田　隼也 木村　啓人 蓮沼　未洋 高尾　未衣 武尾　凱人
上利　将平 長瀬　立嗣

競技安全委員会 板垣　俊輔 加藤　圭織
医務 朽方　規喜
オフィシャルカメラ 三宅　菜央
トレーナー 髙階　樹 国際武道大学トレーナーチーム
気象海象情報 小川　和幸（WATER　KIDS　JAPAN）
スポーツ育成委員会 青木　将展
スポーツ戦略委員会 上野　凌 戸向　陽介 平岡　由宇
学生委員会 大熊　美咲 髙橋　かのん 徳嶺　仁美 服部　琉久 山田　光輝
広報 高野　絵美
運営協力 本多　通真（オフサイド）
事務局 川地　政夫 水川　雅司

●大会役員

●大会委員会

＜ビーチエリア＞

＜サーフエリアＡ＞

＜サーフエリアＢ＞

＜ビデオ記録員＞

＜ＩＲＢ審判員＞

●競技役員

●総務関連
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タイムテーブル
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タイムテーブル
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参加実績

□ チーム数 ：２４チーム □ 選手人数 ：３２１名

□ 審判員 ：６４名 □ スタッフ ：５３名

■大会参加人数及び観覧者数

チーム正式名称 男子 女子 計 男子 女子 計 男子 女子 計 男子 女子 計

1 淡路島ライフセービングクラブ 1 1 2 0 0 0 3 0 3 1 0 1 6

2 岩井ライフセービングクラブ 0 0 0 2 0 2 0 0 0 2 2 4 6

3 いわきサーフライフセービングクラブ 1 0 1 1 0 1 0 1 1 0 1 1 4

4 大竹サーフライフセービングクラブ 0 0 0 2 1 3 0 1 1 0 0 0 4

5 鹿嶋ライフガードチーム 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 5 14 14

6 柏崎ライフセービングクラブ 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2 2 3

7 勝浦ライフセービングクラブ 0 1 1 0 2 2 3 4 7 4 0 4 14

8 鎌倉ライフガード 1 0 1 8 10 18 7 8 15 1 2 3 37

9 KITAJIMAQUATICS 0 0 0 1 0 1 1 0 1 1 0 1 3

10 九十九里ライフセービングクラブ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0 7 7

11 下田ライフセービングクラブ 1 0 1 0 0 0 1 0 1 1 3 4 6

12 湘南GoldenAgeアカデミー 4 4 8 6 6 12 8 7 15 3 1 4 39

13 湘南ひらつかライフセービングクラブ 0 1 1 4 0 4 5 1 6 2 1 3 14

14 館山サーフライフセービングクラブ 3 0 3 5 1 6 2 3 5 10 1 11 25

15 茅ヶ崎サーフライフセービングクラブ 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

16 銚子ライフセービングクラブ 0 0 0 1 0 1 1 0 1 7 1 8 10

17 新島ライフセービングクラブ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 3 3

18 西浜サーフライフセービングクラブ 6 9 15 10 7 17 9 9 18 12 6 18 68

19 波崎サーフライフセービングクラブ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 4 9 9

20 牧之原ライフセービングクラブ 0 0 0 0 0 0 1 1 2 1 0 1 3

21 南伊豆ライフセービングクラブ 0 3 3 0 0 0 0 0 0 8 0 8 11

22 盛岡ライフセービングクラブ 1 0 1 0 1 1 2 1 3 0 0 0 5

23 由比ガ浜サーフライフセービングクラブ 2 0 2 3 0 3 2 0 2 1 0 1 8

24 湯河原ライフセービングクラブ 2 0 2 5 0 5 2 3 5 4 5 9 21

22 20 42 48 29 77 47 39 86 81 35 116 321

2024年 男子 女子 計

小学1,2年生 22 20 42

小学3,4年生 48 29 77

205 小学5,6年生 47 39 86

116 マスターズ 81 35 116

321

合計

小学生合計

マスターズ合計

小学1,2年生 小学3,4年生 小学5,6年生 マスターズ
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会場図
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行動制限/管理について
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撮影について
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新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 等 の 発 生 疑 い 時 対 応 フ ロ ー

目 的 ： 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 者 を 把 握 し た 場 合 の 対 応 方 法 の 流 れ を 、 フ ロ ー チ ャ ー ト で 作 成 し 、
関 係 者 の 動 き が 明 確 化 さ れ 、 迅 速 に 対 応 で き る こ と を 目 的 と す る 。

大会実行委員会
目的：感染者または感染が疑われる者の状態及び情報の共有 を図り、行う
べき感染対策が迅速に実施できるよう検討を行い、感染拡大を最小限に抑
える。

共有事項：

① 感染拡大状況の把握

（対象者のみなのか周囲の者にも感染の兆候があるか）

① 濃厚接触者の特定

② 初動対策の報告

③ 人員の状況報告

④ 感染物品・備品の充足状況報告

⑤ 保健所等からの指示

⑥ 競技会再開の判断

検討事項：対策に対して問題点はな い か 。

各所属団体クラブ代表・セクション責任者

競技者・スタッフの感染が疑われたまたは確認された場合

感染対策委員会

招集

感染が疑われる選手・スタッフ（Ⅰ）

基準：37.5℃以上の発熱のほか、咳・寒気・悪寒・筋肉痛・頭痛・
のどの痛み・味覚や嗅覚の異常がある者

把握

1. 感染対策委員または各所属団体・組織責任者から状況報告
（対象者のみなのか周囲の者にも感染の兆候があるか）

2. 報告内容はなぜ感染の疑いがあるかを分かりやすく説明

3. 感染拡大状況または可能性の報告

1 . 感 染 が 疑 わ れ る 者 が い る こ と を 保 健 所 等 へ 連 絡

2. 保健所等からの指示がある場合、感染対策委員に指示

感染対策委員への状況報告

感染対策委員から保健所等へ連絡

対策検討・開始 ・可能な限りオンラインや無線で確認する

濃厚接触者とは（厚生労働省抜粋）
陽性となった人と一定の期間に接触があった人（症状のある人では症状出現から2
日前、症状のない人では検体採取時から2日前の期間）。この期間に、以下の条件
に当てはまる人。

□陽性者と同居している人
□陽性者と長時間接触した人（車内、航空機内などを含む。機内は国際線では陽

性者の前後2列以内の列に搭乗していた人、国内線では周囲2m以内に搭乗して
いた人が原則）

□適切な感染防護なしに患者（確定例）を診察、看護もしくは介護していた人
□陽性者の気道分泌液や体液などの汚染物質に直接触れた可能性が高い人
□マスクなしで陽性者と1m以内で15分以上接触があった人

※但しこれはあくまで原則であり、あらゆる状況を聞き取ったうえで保健所が総合的に判断。

上を参考に以下①～④のリストアップを行う。
①感染又は感染が疑われる者の両隣の居室の方
②感染又は感染が疑われる者と同じテントまたは隣接して座っていた方
③同じトイレを使用していた方
④感染又は感染が疑われる者の診察、看護、若しくは介護、リハビリをしていた者

濃厚接触者の特定

【報告内容】可能な限り電話やメール・無線で報告する

①氏名
②いつからどのような症状があるか？
③周囲に同じような症状がある人はいるか
④考えられる感染源はどこか
⑤競技会常駐医師の診断はどうか
⑥症状が出始めてから濃厚接触（マスク着用なし

で接触した者)した者は誰か？
⑦「対応記録」に記載されている項目を記載

【報告内容】可能な限り電話やメールや無線で確認する

Ⅰ 情報元
Ⅱ 誰から報告を受けたか
Ⅲ 報告を受けた時間
Ⅳ 検査の有無
Ⅴ 検査をした時間
Ⅵ 罹患者（罹患及び疑われる場合も含む）の種別
Ⅶ 発症に伴う対策（概要報告）
Ⅷ 備考（罹患者の体調）

各所属団体クラブ代表・セクション責任者

報告

可能な限り電話やメール、無線で
報告する

大会実行委員長

大会実行委員長

招集

大会実行委員長
競技会の中止または中断の判断

隔離や通院に関しては、保健所の
指示のもと実施する

各所属団体クラブ代表・セクション責任者

感染が疑われる選手・スタッフ（Ⅰ）

感染が疑われる選手・スタッフ（Ⅱ）

感染が疑われる選手・スタッフ（Ⅱ）

基準：無症状であるが、新型コロナウイルス陽性と診断された者
の濃厚接触者と判断された者

把握

指示

2021年5月21日 JLAライフセービングスポーツ本部作成
2022年1月20日 改訂

行動制限/管理について
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競技結果-総合順位

※個人種目の結果はホームページをご確認下さい。
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競技結果-総合順位
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記録写真

ジュニア総合優勝 湘南GoldenAgeアカデミー
第2位  鎌倉ライフガード
第3位  西浜サーフライフセービングクラブ
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装飾写真
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